
検査設備

主要ろう材とろう付け温度

選択の時代、ＩＣＳの接合技術ならベストの選択ができます

種     類

銀ろう（Ag）

リン銅ろう

リン青銅ろう

ニッケルろう（Ni）

金ろう（Au）

溶 融 温 度 範 囲

７８０℃～　９００℃

７２０℃～　９２５℃

１０４０℃～１０８０℃

９２５℃～１１８０℃

８９５℃～１０３０℃

銅ろう（Cu） １１００℃～１１１０℃

◆ 一体では加工ができないとき
◆ 一体加工では材料費、加工費がかさむとき
◆ 溶接では難しい薄物の接合をするとき
◆ 銅のような溶接の難しい材料を接合するとき
◆ 数量の多い物を接合するとき
◆ 溶接より変形を少なくしたいとき

ICS の『ろう付け』の特長は！
◆ ろう付けと焼入の同時処理が可能
ガス焼入…SUS440C、SUS420J2、SKD11など
油 焼 入…SNCM630、SKS3、SUJ2など

◆ 複雑な組合せワークを２ステップで
　 SUS316と無酸素銅を高温ろうで接合した後
　 さらに低温ろうでSUS304を接合
◆ ステンレスと無酸素銅を容易に接合
　 SUS304やSUS316と無酸素銅を
　 フラックスレスでろう付け

自動車・電気電子部品

熱交換器部品ろう材自動塗布機
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◆ リーク検査
　 ・加圧によるリーク検査（圧力・時間）
　 ・ヘリウムリークディテクター
◆ その他
　 ・光学顕微鏡及びＳＥＭによる観察
　 ・ＥＤＳによる成分分析

このような時、ろう付けをお勧めします！

Brazing & Soldering by ICS

Brazing & Soldering

ICSろう付け



拡散接合とは・・・
二つの母材を密着させ加圧・加熱すると接
　触部分で相互拡散が生じ接合されます。
　これを利用した接合法が拡散接合です。
その特徴は・・・
　◆溶接では不可能な異種金属の組み合わせ
　　でも接合可能
　◆中空部品の組み立て接合が可能
　◆歪みや変形の発生が微小であり
　　寸法精度が極めて良好
　◆広い面積の接合が出来る

1層目

2層目
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ガラスハーメチック技術とは・・・
　ガラスを介して金属と金属を結合し、
　一体の機能部品を作ります。
このような用途で・・・
　使用環境条件が厳しく、高機能（気密性・絶縁性
　・耐圧性）、長期信頼性を要求される電気・電子
　部品、コネクター等、航空宇宙、先端科学分野
　で採用されています。

0

100

200

300

400

接合不十分な領域

接合良好な領域

500

600

900 950 1000 1050

SUS304、拡散接合における温度/荷重の関係

接合温度℃

g/cm2

接
合
荷
重

拡散接合

ガラスハーメチック

SUS304の5層接合、組織写真

ガラスハーメチック適用例

SUS薄板8枚拡散接合例

   Diffusion Bonding   　Glass Hermetic

ICS拡散接合・ガラスハーメチック

   Diffusion Bonding by ICS      Glass Hermetic by ICS
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